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○時を守り・場を清め・礼を正す 

 社会でも学校でも長きにわたり使われてきた言葉です。 

 大切なことだから、ずっと使われているのです。 

 時を守る。 

 文字通り時間を守ること。 

 これは社会生活の基本です。 

 遅刻をしないということ。 

 チャイム席を守るということ。 

 時間を守ることは相手を尊重することです。 

 それにより自分が信用を積み重ねることでもあるのです。 

 場を清める。 

 場を清めることは自分の心を、きれいにすることです。 

 もくもくと掃除ができる人は、幸せになることができます。 

いつも自分の身の回りをきれいにしておくことです。 

 そのことで色々なことに「気づく」ようになります。 

 整理整頓ができれば、勉強の能率も必ずあがります。 

 環境が人を育てるといいます。 

 環境がよければよいほど、人は育つのです。 

自分で環境をつくる人になりましょう。 

 礼を正す。 

 礼儀正しい、ということだけでは決してありません。 

 もちろん、自ら挨拶をすることは大事です。 

 また、身だしなみを整えることも大事です。 

 その上で、人を不愉快にさせないような言動を心がけることが必要です。 

 礼の根源は、他者の気持ちを尊重することから生まれる「謙虚さ」です。 

 わかりやすくいえば、やさしさを形にしたものといってもいいでしょう。 

 どうぞ、仲間を大切にする姿勢を忘れないでください。 

 いかがでしょうか。 

 全校の生徒が、この言葉を実行できたら必ず素晴らしい学校になります。 

 その実現に向けて全校生徒が一所懸命に努力する。 

そんな学校にしていきたいものです。 

それはあなたの、そして学校全体の大きな力になるのです。 

頑張れ菅中生！！ 


